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フ ラ ン シ ス ・ トム ス ン と世 紀 末
黒 川 鍾 信
一 日の終 り,週 末,月 末,年 末,さ ては世紀末 とい う言葉 には,追 いっ
め られた ような,弱 々しい ものを匂わせ る余韻があ る。黄昏時,夕 日を背
に,仕 事 を終 えて とぽ とぽ と家路に向か う人の後姿には,疲 れ ともの悲 し
い ものがあ り,週 末の巷 の喧燥 の 中には,な ん ともいえぬ 怠惰 な ものが漂
い,月 末や年 末時の人の態度 や表情には,袋 小路にで も追 い込 まれ た よ う
な焦燥 と戸惑 があ り,丁 度 濃い霧 の中で方向を見失 った者 が闇雲 につ き進
ん で行 く時 の よ うであ る。一 人一人の場 合で も,ま もな く誕 生 日を迎 え よ
うとす る前 の数 日間,あ るいは10代か ら20代へ,20代か ら30代へ と代 がか
わ ろ うとす る前 の一時は,新 たに迎えん とす る ものに対す る希望や不安 が
入 り乱れ,日 頃 自信にみちてい る人で も,妙 に弱 々し く,一 種頽廃的 な気
分 にな ってい るものであ る。
紀元 後だけ で も,世 紀末 とい うのは過去19回あ ったわけ であ るが,一 般
に世紀末,findesiecle(一つの世紀の終 り)とい うフラソス語 を使 う時は,
文学 史上 の言葉 で,19世紀の終 りの時期を指す ことは周知 の ことであ る。
ボー ドレ■一・ル(Baudelaire)やヴェル レー ヌ(Verlaine)を中心に フラ ソ
スに 始 まった 懐疑主義,唯 物主義,ペ シ ミズム,デ カダ ン的 享楽 主義 な
ど,人 間精神 の頽廃的傾向が次第 に ヨー ロッパ各地 にひろ ま り,浪 漫主義
に よってはなやかに 幕をあけた19世紀が,相 次 ぐ革命に よる 旧制度の崩
壊,科 学技術 の進歩 に伴 う産業 の著 しい発達,目 覚 ましい物質的繁栄 とブ
ル ジ ョアジーに よる支配等,さ まざ まな ものが混 じ り,ヨ ー ロッパの終焉
を告げ るかの ご とく,最 後 に行 きついた,あ るいは追い込 まれた,行 き止
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ま りの特異 な小路なのであ った。
イ ギ リスに お い て も,世 紀 末 とい う独 特 の時 代 背 景,時 代 精 神 か ら一
ドイ ツ人 の 医 者 で,『 世 紀 の 病 弊 』(DieKranleheitdeslahrhunderts。
英 訳TheMaladyoftheCenturツ)(1887),『頽 廃 』(Entartung.英訳
Degeneration)(1892)等の 著 者 で も あ る マ ッ ク ス ・ノー ドォ ウ(Max
Nordau)は,1860年～80年 代 に か け て 行 なわ れ た 文 学 運 動 を 世 紀 末 文 学
運 動 と して い るが,こ こで は,こ の 運 動 の 頂 点 を 含 む 盛 衰 の 期 間 を,1890
年 か ら,ワ イル ドが 死 ん だ1900年の10年間 に 限定 した 「1890年代』(The
EighteenIVineties)(1913)の著 者 ホ ル ブル ック ・ジ ャ クス ソ(Holbrook
Jackson)の説 を 採 用 す るが一 名 乗 りを あげ た 作 家 や 詩 人 は 多 い が,90
年 代 の初 期 の英 国 の文 壇 は,久 し く名 声 の あ った 人 々が 確 固 た る地 位 を し
め,新 人 達 を強 く支 配 して い た。 ロバ ー ト・ブ ラ ウニ ン グ(RobertBrown・
ing)は,そ の前 年1889年に 死 ん だ ば か りだ った が,白 分 のす べ て の 詩…撰
集 の 最終 頁 に 載 せ よ と,1890年の10月に 「砂 州 を 越 えて』(Crossingthe
Bar)を書 い て 詩 作活 動 を 終 え た アル フ レ ッ ド・テ ニ ス ン(AlfredTenny-
son)は,そ の後2年 健 在 で あ った し,ク リス テ ィナ ・ロゼ ヅテ(Christina
Rossetti)は,1893年に,81年 以 後 の1乍品 を 集 めた 「詩 集』(Poems)と,
宗 教 詩 を 中心 と した 死 後 出 版 のr新 詩 集 』(iVewPoems)(1896)の二 冊
の詩 集 を 出 して い る。25年に及 ぶ 詩 作,評 論 活 動 を経 て,大 詩 人 の地 位 を
しめ て い た チ ャー ル ズ ・ス ウ ィ ンバ ー ン(CharlesSwinburne)は,当時
脂 が 乗 った50代 の半 ば で あ った 。 批 評 論 集r鑑 賞 集』(APPreciations)
(1889)を出 した 後 の ウ ォル タ ー ・ペ イ タ ー(WalterPater)は,『プ ラ ト
ンと プ ラ トソ哲 学 』(PlatoandPlatonism)(1893),『ギ リシヤ 研 究 』
(GreekStscdies)(1895)等を 書 き,広 い 分 野 に 迎 え られ て い た し,1878
年 に精 神 に異 常 を来 して 以来,し ば しば 錯 乱 状 態 に陥 り,病 気 の合 間 に書
かれ た未 完 の 自伝 的 作 品r過 ぎ し こ と ど も』(Praeteritの(1885～89)を
最 後 に殆 ん ど 筆 を と る こ と も なか った ジ ョン ・ラス キ ン(JohnRuskin)
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も多 くの 影 響 力 を 持 って い た 。 後 に 詳 し く 論 じる フ ラ ン シ ス ・ トムス ン
(FrancisThompson)に多大 の影 響 を与 え た コ ヴ ェ ン トリ ・バ トモ ア(Co・
ventryPatmore)は,高齢 で は あ った が,宗 教 問 題 に 関 す る 随 想録 『小
枝,根,花 』(Rod,RootandFlower)(1895)や詩 等 で,目 立 た ぬ が一一
部 の人 々に熱 心 に 支 持 され て い た。 最 早 作 品 を 発 表 す る こ とは な か った
が,ゲ ー テ の影 響 を受 け た 「痙 攣派 」 の詩 人 ブ イ リヅプ ・ジ ェイ ム ス ・ベ
リー(Ph三lipJamesBailey)や,ブラ ウニ ン グ夫 人 に つ く・女 流 詩 人 と し
て,又 童 話 の 古 典 と もいわ れ る 『妖 精 モ プサ』(MoPsatheFairy)(1869)
を書 い た ジ ェー ン ・イ ソ ジPt・一一(JeanIngelow)も生 きて い た 。
小 説 家 で,60代 に入 って もま だ筆 の衰 え を みせ ぬ ジ ョー ジ ・メ レデ ィス
(GeorgeMeredith)が,近代社 会 の さ ま ざ まな 問 題 に対 す る思索 と批
評 にみ ちた 『わ れ らの征 服 者 の一 人 』(OneofOurConqecerors)(1891),
結 婚 問題 を取 上 げ た 『ナ ーモ ン ト卿 と彼 の ア ミソタ』(LoadOrmontand
HisAminta)(1894),完結 した 小 説 で は 最 後 に あ た るr驚 くべ き結 婚』
(TheAmazingMarriage)(1895)等,円熟 した 作 品 を次 々 と 発表 して
い る。 そ の 作 品 が発 表 され た 当時 は 無 信仰,卑 濃 と まで 烈 し く非難 され た
トマ ス ・バ ー デ ィ(ThomasHardy)の傑 作 『テ ス』(TessoftheD'Ur-
bervilles)が1891年で もあ る。5年 後 に書 か れ たr薄 命 の ヂ ュー ド』(1ude
theObscure)が更 に 春 本 と まで 酷 評 され,そ れ を 機 に ハP…デ ィは小 説 の
筆 を 拭 った の で あ るか ら,90年代 の 初 期 は,小 説 家 と して の 地 盤 が確 立 さ
れ た 時 期 で あ る と同 時 に,小 説 か ら詩 へ と移 行 す る転 換 期 で もあ った 。す
で に 祖 国を 去 っ て ア メ リカへ 渡 り,そ こか ら南 海 の旅 へ 出 て,1890年か ら
死 ぬ まで の4年 間 サ モ ア島 に 定 住 した ロバ ー ト ・ル イ ス ・ス テ ィヴ ン ソ ン
(RobertLouisStevenson)もい た。 そ の 他,r他 人 の 重 荷」(Another
Burden)(1897)などの 作者 ジ ェ ー ム ズ ・ペ イ ン(JamesPayn),「ね じの
回 転』(TheTurnOftheScrew)(1898)のヘ ソ リー ・ジ ェ イ ムズ(Henry
James),女流 小 説 家 の マ リー ・コ レ リ(MarieCorelli)など も着 々 とそ の
地 盤 を築 い て い た。
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文 学 以 外 で は,メ トロポ リタ ソ会 堂 の 有 名 な 非 国 教 徒 の説 教 者 チ ャー ル
ズ ・スパ ー ジ ョン(CharlesSpurgeon),彼と対 聴 的 な 信 念 を持 つ ユ ニテ
リア ン派 の 神 学 者 で,rス ピ ノザ 研 究 』(ノ1StudyOfSpinoza)(1882)や
r宗教 研 究』(AStudyofReligion)(1888)等の 著 者 で もあ る ジ ェー ム
ズ ・マ ー テ ィ ノー(JamesMartineau)等が 活 躍 して い た。 科 学 方 面 で は,
オ ール ダ ス ・ハ ヅクス リー(AldousHuxley)の祖 父 で,進 化 論 の 研 究 か
ら進 ん で,こ の上 に 自己 の 哲学 を 築 い たr自 然 に お け る人 間 の 位 置 』(Ev-
idenceastoMan'sPtaceinNaturの(1863)の著 者,生 物 学 者 の ト■・…
マ ス ・ヘ ン リー ・ハ ッ クス リー(ThomasHenryHuxley),『遺 伝 的 天 才』
(HereditaryGenius)(1869)の著者 で,遺 伝 の 研 究 や 人 類 学,気 象 学 等
で 有 名 な フ ラ ソ シス ・ゴptル トン(FrancisGalton),物理 学者 の ジ ョ ン ・
テ ィソ ダル(JohnTyndall)等が 第・一線 に あ った 。
確 固 た る地 位,名 声 を 得 た これ ら大 家 の 中 に あ って,90年 代 に 文壇,特
に詩 壇 に デ ビ ュー した 新 人 は不 運 で あ った 。 有 能 で あ って も,新 人 で あ る
が ゆ え に二 流,三 流 の レ ッテ ルが 貼 られ が ち で あ った。 ア ー ネ ス ト ・ダ ウ
ス ン(EmestDowson)やア ーサ ー ・シ モ ンズ(ArthurSymonds)も,
90年代 の 初期 に は詩 人 と して は新 人 で あ った 。 苦 節 十 年,ジ ョー ジ ・ギ ッ
シ ソ グ(GeorgeGissing)は,1891年に 彼 の代 表 作 の一 つ で あ るr新 三 文
文 士 街 』(NewGrubStreet)を書 い て い るが,流 行 作 家 に は ほ ど遠 か っ
た 。 後 に 桂冠 詩 人(1913～30)とな った ロバ ー ト ・ブ リッジ ス(Robert
Bridges)やハ ドス ソ(W.H.Hudson)も これ か らの人 で あ った 。
この よ うな時 期 に,彗 星 の如 く現 わ れ,一 世 を風 靡 した 二 人 の"新 人"
が い た 。 言 うまで もな く オ ス カー ・ワイ ル ド(OscarWilde)とオ ー ブ リ
ー ・ビァ ズ リー(AubreyBeardsley)であ る。 す で に 処 女 詩 集 『詩 集 』
(Poems)(1881)を発表 し,社 交 雑 誌 丁婦 人 の 世 界』(TheWoman's
World)の名 編 集 長(1887～89の2年間)と して才 腕 を発 揮 して い た ワイ
ル ドを 新 人 と呼 ぶ に は 問 題 が あ るか もしれ ぬ が,兎 も角,長 編 小 説rド リ
ア ン ・グ レーの 画 像』(ThePictecreofDorianGra夕)(1891)をは じめ
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とす る彼 の傑 作 は,す べ て90年 代 に 出版 され たの で あ る。 「私 はわ が時 代
の芸 術 と文 化 に対 して象 徴 的 な関 係 に あ る人間 だ った 。壮 年期 の ご くは じ
め に み ず か ら この こ とを覚 り,後 に は 同時 代 の 人 々に も これ を認 め る こ と
を迫 った のだ った。 そ の生 涯 の間 に かか る地 位 を 獲 得 し,そ れ を世 間 に 認
め させ た 人 聞 は 少 な い。 か りに認 め られ た と して も,そ れ は そ の人 も時 代
も共 に 遠 く過 ぎ去 って し ま った後 の世 に,歴 史 家又 は 批 評家 に よ って認 め
られ るの が 普 通 で あ る。 しか し私 の場 合 は違 う。私 は 自 らこれ を感 じ,人








itmyself,andmadeothersfeelit.)。一 方,17～18才 に か け て の ビ ァ ズ
リーは,当 時 喀 血 に苦 しみ な が らも,ロ ン ドンの測 量 技 師 の 事 務所 で 働 き
なが ら,画 家 に な る こ とを夢 見 て い た。 や が て エ ドワー ド ・バ ー ン=ジ ョ
ー ソズ(EdwardBume・Jones)やピ ュ ウ ィス ・ ド ・シ ャ ヴ ァン ヌ(Puvis
deChavannes)等のす す め て画 家 と して立 ち,1898年の3月,25才 と7ヵ
月 と い う短 い生 涯 を終 え た 彼 が,実 際 に活 躍 を した 期 間 は,1891～2年頃
か ら突 然 と 成 熟 を した わ ず か6年 間 で あ る。 「一一方 ビ アズ リー は,世 に知
られ るの に容 易 な時 代 に生 れた 。 そ うした 事 情 と,彼 が そ の時 代 独 特 の も
の で あ った こ とが 重 な り合 って,た ち ま ち彼 を論 議 の 中心 人 物,関 心 と非
難 の対 象 に して しま った 。 時 期 的 に も実 に ぴ った り と生 れ 合 わ せ た か ら,
もっ と遅 く生 れ て いれ ば 遅 過 ぎで あ った と同 様,そ れ よ りも早 く生 れ て い
て も,早 過 ぎで あ った だ ろ う。 彼 が[一イエ ロ ー ・ブ ッ ク』 と共 に 世 に 出
て,『 サ ヴ ォイ』 と共 に 消 え て 行 った の も 当 然 な こ と であ った 。時 代 が 彼









Thetimesdemandedhispresence,とジ ャ クス ン も 指 摘 す る よ うに,ビ
ア ズ リーは,正 に この 時 代 の た め に生 れ て き て,時 代 の代 表 的 な存 在 とな
った の で あ る。
こ うした1890年代 に,こ の小論の主人公 であ る フランシス ・トム スンは
何 を していたのであろ う。 彼 もまた この特異な時代精神に よって生み 出 さ
れ たのであろ うか。 世紀末文学の特徴の 一 っであ る1頽 廃」(Decadence)
は,(1唯物 論的機械 観,特 に19世紀 に 勃興 した 自然科学 に 反抗 した反科
学,背 反,② ワイル ドの 『ドリア ン ・グ レイの 画像』や,ビ アズ リーの
『丘の麓で』(UndertheHill)などに代表 され る豪華絢燗,修 飾的表 現,
人工的 な優 美 さにみ ちた きわめて技巧的,人 為的傾 向,{3旧己 中心か ら芸
術至上 に まで発展 した 自己主義,(4)悪の中に も美を見 い出そ う,文 化 的が
あ りなが ら文 化の悪 のすべ てを備えかつ愛す るとい う好奇や悪 を愛好す る
傾向等が あ るが,ト ムスソ もジ ョン ・グ レイ(JohnGray)やアーネス ト・
ダウス ンの よ うな頽廃 的な雰囲気を十分に持 っていた。だが はた して トム
ス ンの場 合,こ の時 代の もの として当てはめ ることが できるであ ろ うか。
いか な る人 も,自 分が 生 きた時 代か ら 色 々な 影響を受け る ことは 確か だ
が,ト ムス ンほ ど,一 見す ると,正 に時代の落 し子 の よ うな 印象 を与 えな
が ら,そ の類似点を 辿 って行 くと,殆 ど何 も見 い出せないのであ る。「そ
の偉大 さにお い て,彼 は時 代の区別を超越 し,す べ ての時代に通ず るので
あ る.」(・ndi・hi,g,ea・nessh。i,。fn。 ・imeand。11,im。1'とジ 。 ク
ス ンも言 うごと く,彼 を この90年代 に閉 じ込 めて,世 紀末に活 躍 した詩人
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達の一人 として,そ の位 置づけ をす ることは,あ るいは不 可能であ るか も
しれぬが,兎 も角,90年代 の トムス ンを追 ってみ よ う。
1885年11月,26才の5ム スソが,敬 度な カ トリック信者であ り,医 者 と
して も信望 の厚 い父親 と口論 の末,着 の身着の まま家を出て ロン ドソへ行
き,そ こで宿 るべ き家 もな く,金 も仕事 もな く,阿 片に耽溺 し,瀕 死の状
態 で 日々を 過 し,1888年の4月 号の 『メ リー ・イ ングラン ド』(Merry
England)に投稿作品r受 難 の聖母』(ThePassionOfMary),続く5
月号にr夢 の逢 び き』(Dream-Tryst),6月号には 『古い異教精神 と新 し
い異教精神』(PaganismOldandNew)が掲載 され,主 幹者の ウ ィル
フ リッ ド・メイネル(WilfridMeynell)との 出会 いに よって 悲惨 な生活
に終止笹 を打 った,2年 半 にお よぶ ロソ ドンの生活に関 しては,拙 論 『放
浪 と巡 礼の 歳 月一 フランシス ・トムスンの 青春一』(明治大 学短期大学紀
要No.19)及阿片中毒者 としての この頃 の トムス ソに関 しては,『夢 と忘
却 と苦 痛の 花一 フランシス ・トムスソと 阿片一』(明治大学 人文科学研究
所紀要第15冊)の 中 で詳 し く述べたが,90年代の トムス ソの 活躍 を追 う
時,そ の原点 ともな る,彼 の作 品の土壌 とな った80年代の後半を知 ること
は不可欠 であ る。何故 な らば,90年代に入 ると同時 に一 ワイル ドや ビア
ズ リーの よ うに華や かにデ ビューし,一 世を風 靡 し,名 声を博 し,そ して
桜 の花 が一夜 の雨に打 たれて散 るごと く散 った,い わゆ る"天 才的"な 要
素はなか ったが一 それ まで押えに押えていた ものが一 気に吹 き出 したか
らであ る。 トムスンには,習 作時 代,あ るいは文学 青年時代 と も呼ぶべ き
時期 がない。 オーエ ンス大学 の医学 部に籍 を置いていた頃,毎 日図書館で
詩 集や 哲学書 を 読み漁 っていた ことをのぞけば,他 の詩人や 作家の 多 く
が,小 中学 生の頃 か ら早 くも学 内の雑誌に小作 品を発表 した とか,処 女作
品が世 に 出る までには,多 くの 習作,苦 節十年 を 経た とかい う経歴 もな
い。詩 に限 って言えば,前 述 のr受 難の聖 母』,r夢の逢 び き』 の二篇 を発
表 した後 に,15行た らず の詩 をわず か二 篇発表 し,そ の後1889年の9月 に
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名篇 『夕 日に寄せ る頒』(OdetotheSettingSμn),翌年3月 には,後 に
r詩集』(Poems)の巻頭を飾 るDaisyとい う名の可 憐な少女を丘 に咲 く雛
菊 にた とえ,そ の無垢な子供心 を うた った 佳作 『雛菊』(Daisy),そして
7月には名実共 に代表詩篇 とな ったr天 の猟犬』(TheHoundofHeaven)
が,『メ リー ・イ ング ラン ド』 に発 表 されたの であ る。
阿片中毒 と悲惨 な放浪 生活です っか り身体 を こわ した トムス ンは,メ イ
ネルのすすめに よってサ セ ックス州 のス トー リング トンにあ る修道院へ静
養 に出かけた。1889年の2月 であ る。 ここに一年滞 在 して,翌 年3月,丁
度90年代 の幕 あけの時に,相 変 らず阿片 を服用 していたが,肉 体的に も小
康状態 を得た トムス ンは,静 養 中に書 いた原稿 と数 々の新 らたな創作の腹
案 をいだいて ロン ドソへ戻 って来 た。
後年,トムス ソは ロソ ドンを大別 して,「美 しい ロン ドン」(FairLOndon)
4)
と 「恐 ろ しい ロン ドソ」(TerribleLondon)と呼 んだが,不 気味 で陰惨 な
恐 ろしい ロン ドンの 体験 を経 て,こ こで 美 しい ロン ドソと 出会 うのであ
る。 クイ ソズ ・パー クの近 くに部 屋を借 り,先 ず最 初に書 いた のが,ス ト
ー リン グ トンです でに筆 をお こ していた 『天 の猟犬』であ った。以後1892
年 の夏頃 までにrけ し』(The・PoPPy)や1271行に も及 ぶ 長編詩 『姉妹 の
唄』(SisterSongs)等30篇の 詩 を 書 き,ス ウ ィン バ ー ンや キ プ リソグ
(RudyardKipling)等の新 し く出た作品集 の批評,書 評を16冊,洗礼者 ヨ
ハ ネの研究や雑誌 の批 評を含む と,実 に彪大 な量の仕事を した のであ る。
1870年代の後半か ら80年代,窮 乏 の どん底 にあ った ジ ョージ ・ギ ッシ ング
5)
が、 大英 博物 館の 読書室 を己 が 書斎 と していたが,実 生活に 対す る 無 頓
着,俗 事に対す る無関心 とい うか,今 や経済的 に若 干のゆ と りので きた ト
ムス ソではあ るが,こ れ等 の作品の多 くは,ギ ッシ ングと同様,大 英博物
館 の読書室 で書 かれた のだ った 。 トムス ソに とっては,家 庭 とか,居 心地
の よさ とか,将 来への 準備だ とか い うことは 思 い もお よばぬ ことで あ っ
た。精神 の不 安な状態が極度 であ った世紀末にあ っては,そ の逃 げみ ち と
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して多 くの人 々は経済的,物 質的 に充実 した生活を求 めていたが,そ んな
世相 の中にあ って,ト ムスンは生活 の必需 品が何処か らど うして手に入 る
か とい うような ことに まで無 関心 であ った。
1893年12月に 処女詩 集 『詩 集』(Poems)が出版 され た。数 ヵ月後 には
世紀 末独特 の時代精神を最 も多 く吸収 した文学 運動の機 関誌rイ エ ロー ・
ブ ック』(TheIYellowBook)(1894年4月～97年4月,計13巻)が 世 に
出た。 ビアズ リーの描いた奇抜 な黄色の表 紙 と奇怪 な挿絵が,好 悪 両面か
ら世人の関心を引 き,異 常 なほ どのセ ソセイ シ ョソを起 こした。数多 くあ
る雑誌 の中で 『イエ ロー ・ブ ヅク』 と,そ の廃刊後,シ モ ソズが編集者 と
して芸術至上主義 を標榜 した文芸雑誌 『サ ヴォイ』(TheSavoy)(1896年
1月～同年12月,計8巻)及1897年に創刊 され1900年に廃刊 されたrド ー
ム』(TheDome)の3誌が 世紀末文学運動 に関連 した 代表的 な もの とさ
れてい るが,ト ムスソは,1898年の5月 にrロ ソ ドンのべ ッレヘ ム精 神病
院の トムの唄』(TomofBedlam'sSong)と,1899年の1月 に 『アラブ
の愛 の唄』(ArabLoveSong)の二篇の 小詩 を 『ドーム』 に 寄稿 してい
るだけであ る。 トムス ンは時代の波にの ることはなか ったが,そ の時代 に
関心 を持 っていた ことは確かであ る。更 に彼 自身,同 時代 の他 の詩人達 と















上 に 引 用 した トム ス ンの 初 期 の エ ッセ イの 一 部 で も明 らか な よ うに,彼
自身90年代 の渦 中 の一 人 で あ り,こ の時 代 の精 神 を よ く知 って い た。 時 代
の一 人 であ る こ と を知 るば か りで な く,時 に は 彼 は 自 らす す ん で時 代 に挑
戦 した こ と もあ り,あ るい は時 代 を享 受 した りした こ とは あ る。 作 品 の メ
デ ィア ム とな る 言 葉,poeticdictionを例 に す るな らば,デ カ ダ ンス の 雰
囲気 が,言 葉 の技 巧 遊 戯 が随 所 に 見 られ る。 リー ド(J.C.Reid)は,ト
ム ス ンが好 ん で 使 った`Sandalled'一`Thynakedfeetunsandalled',`ln
sandalledshadowoftheTriunefeet',`Thesilver.stolさddamselsofthe
sea'と言 う 言 葉 を 取上 げ,こ れ が ワイ ル ドの 最 後 の 詩 で あ るr売 春 宿 』





と同 じ よ うな,デ カ ダ ソ的,技 巧 的 な もの で あ る と指 摘 して い る。 複 雑
な心 境 を簡 明に 表 現 す るた め に,実 名 詞 や ダ ブル ・エ ピセ ッ トを 取 入 れ た
`flame・chordedPsalterior',`tawny・hiddeddesert'。あ るい は,`rumorous',
`roeal'
,`labyrinthine'等の 独 特 の 表 現 法 。 『天 の 猟 犬』 の 最 初 の30行を 見 た
だ け で も,`vistaedhopes',`chasmedfears',`aheartedcasement'等と,
名 詞 にedを つ け て 形 容詞 にす る 新 造 語 が3ヵ 所 もあ り,margent(mar・
gin),wist(knew)等の古 語,silvern(silver)とい う 詩 語 を 使 用 して い
る。 そ の他 死 語,雅 語,ラ テ ン語 等 を 数 多 く使 用 して い るが,ト ム ス ンは
詩 作 に あ た って,詩 の 中 に 日常 語 を 使用 す る こ とを 努 め て 避 け て いた 。 良
い 内 容 や主 題 の作 品 で あ って も平 凡 に表 現 して し ま った の では 意 味 が な い
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と考 えていた。難解 な表現,技 巧 を凝 らした表現 の中に詩技 の絶妙 を見出
して いた。た だ世紀末 の他 の詩 人達 と異 な る点 は,ト ムス ンの持 つデ カダ
ンスが,作 品の中に凝 らした技巧 が,不 思議 と彼 の持 つ才能 と雰 囲気 と一
致 して,無 技巧 に も近 い と思わせ ることであ る。 それは時代 の環 境や精神
を超越 して,彼 の強烈 な個性 が必 然的に もた らした独 特の ものであ る。
トム ス ンは,1892年に北 ウ ェル ズの パ ソ タサ フに あ る フ ラ ン シ ス コ派 の
修 道 院 へ 行 って 数 ヵ月 を過 し,翌 年 再 び そ こへ 行 って,結 局96年 まで 住 ん
で い た。 この 間 は 阿 片 の 服 用 を や め て い た の で健 康 もす ぐれ,平 安 な 日々
が 続 い て い た。1893年12月に 出版 され た 処 女詩 集r詩 集』 に対 して,詩 壇
は概 して 好 意 的 で あ った 。 バ トモ ア な ど は,「深 遠 な 思想 … … ま こ とに壮
麗 な 言葉 の 駆 使 」(Profoundthought..._atrulysplendidcommandof
7)
language)とまで絶賛 したが,何 か斬新な もの,あ るいは シ ョッキ ン グな
ものを求め る傾向が強か った当時 の一 般の読 者は,作 品の価値を云 々す る
よ りも,俗 世間を捨 てた トムス ソの ボヘ ミア ソ的な生活,あ るいは奇人,
奇行に興 味を 持 った よ うであ る。 彼 自身特 に 意識 して 奇妙 な 振 舞を した
り,風 変 りな風采を していたわけではないのだが,傍 目には 目立つ存在だ
った。 ロン ドンを放浪 していた頃か ら,ト ムス ンは当所 もな くさまよい歩
くことが好 きであ った。 ス トー リソ グ トソでは一 日の大半を戸 外を歩 きま
わ って過 し,あ る時な ど濃霧に まかれ疲労困懲 とな りあや うく死にそ うに
までな った ことが あ るほ ど,何 時 も何処かをぶ らつい ていた。 ロン ドンの
街 々を歩 きまわ る トムス ンを,『ア カデ ミー』(TheAcademy)誌の編集
者 であ った ウイル フ リド・ホイ トソ(WilfredWhitten)が次の よ うに描
い てい る。「トムスン よりも奇妙 な 風采を した 人は ロソ ドンでは見 当 らな
か った。容貌は優 しか ったが,外 見は半ば荒 々し く,顔 は苦痛 と阿片剤の
恐 しい副作 用のため憔悼 し,頭 髪 とむ しゃ くしゃした頬髭には櫛が入れ ら
れてなか ったが,そ れで も群衆の中にあ って も人 目を引 く,世 離れた態度









r詩集 』 が 好 評 の うち に,1895年6月に 自伝 的 風 趣 のr姉 妹 の 唄』(Sister
Songs)が出版 され た が,こ れ は 前 の 『詩 集』 と比べ る と 不 評 で あ った 。
「彼 はお び た だ しい量 の 廃 語 を浴 びせ た り,思 い つ くま まに 新 造 語 を 作 り
出 した り した が,そ れ は と もす れ ば 途 方 もな い怪 奇 な もの と な った 。 … …





E.K.Chambersのよ うな 辛辣 な 批 評 が 多 く,特 に 言 葉 の 遊 び,ラ テ ィニ
ズ ム や新 造 語,廃 語 等 に は厳 しい 批 判 が 寄 せ られ た 。 『土 曜 評論 』(Satur-
dayReview)などで は,ト ム ス ソの 使 用 す る語 句 に 対 す る パ ロデ ィーを
載 せ た ほ どで あ る。
ワイ ル ドが 戯 曲 に繊 細 なお も しろ さ と,せ りふ に 明 る さ と新 しい調 子 を
加 え て ま さに 文 壇 の 第 一 人 者 とな り,ビ ア ズ リーが 時 代 の 寵 児 とな り,
rイエ ロー ・ブ ヅ ク』 が 全 盛 時 代 で あ った この 頃,ト ム ス ンは そ れ らの 文
学 運 動 とは ま った く無 縁 で,己 が 詩 に,改 め て キ リス ト教 の神 秘 主 義 を導
き入 れ,そ れ を世 紀 末文 壇 を風 靡 して いた も う一 つ の流 れ,つ ま りカ トリ
ック主 義 と結 び つ け て,彼 独 自の 世 界 を 築 き上 げ て い た。 ス パ ー ジ ョ ソ女
史(C.EE.Spurgeon)は,ト ム ス ンを 「敬慶 な 宗 教 的 な 神 秘 主 義 者 」
(DevotionalandReligiousMystics)の代 表 的 な 人物 の 一 人 と し て論 じて
10)
いるが,こ の頃親 しくな り,や が て師 として,あ るいは父の よ うに仰 ぐよ
うにな ったパ トモアの影響や指導を受け て,ト ムスソは伝統的な キ リス ト
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教の信念を,作 品 の中で改め て主張 した のであ る。 神 よ りの逃亡 者が,最
後に神の愛に捉 え られ るまで の魂 の遍歴を物 語 る彼 自身 の内的 告白 とも見
られ る 『天の猟 犬』 の一 篇 を例に と って もこの ことは 明 らかが あ り,更 に
「神の許へ帰 る詩人」(IwouldbethepoetofthereturntoGod)と言
う彼 の言葉 をみ れば,こ の ことは よ り一 層明 らか とな る。
か つ ては 勘 当 に近 いか た ち で 別 れ,そ の 後 も長 い こ と会 うこ と もな か っ
た が,心 の 中 で は暖 か い愛 情 で 結 ば れ て い た 父 親 が,1896年の4月 に 死 ん
だ 。 そ して 同 じ年 の11月に は 敬愛 す るバ トモ アが 世 を 去 った。 この 二人 の
死 に 出会 った トム ス ソは,そ の悲 しみ と苦 痛 に耐 え られ な った のか,再 び
阿 片 を 常用 しは じめ た。 以 前 よ りも量 が 増 え て い た。 詩 才が 凋 落 して し ま
った の か,あ る いは,「 この年 は(1897年),彼が 『新 詩 集』 の 出版 を機 に
詩 と訣別 し,人 生 を死 ん だ 後 の 昇 格,書 き終 え た 手 紙 の 無 用 は 追 伸 の よ う
に見 な し始 め た 時 で あ った 。」(Theyearinwhich,withh三sNewPeems,
hetookfarewellofpoetryandbegantolookonlifeassomuchdead
lif・,・・m・ ・hneedlessp。,・,cr三P・・。hi,fi。i,h。d。pi,,1。15'とホ イ トンが
言 うよ うに,最 早書 くべ き ものは書 き尽 くし,後 は唯人 生を端的 に見 よう
とい う心 境にな っていたのか もしれ ない。兎 も角,1897年に出たr新 詩集』
(NewPoems)を機に詩筆 を捨 てて,評 論 を中心 とす るよ うにな った。 こ
の よ うな状 態で出版 されたr新 詩集』な ので,当 然 の ことなが ら評判は良
くなか った。 前作r姉 妹 の唄』 よ りも 不評で あ り,「土曜評論』 な どは,
「美 しい空想 と朗 らかな,絵 の ような 言い まわ しは 認め るが,そ こには何
ん ら我 々を 動かす力 も ないのであ る。」(Beautifulfancy,sonorousand
P三・…e・quedi・・i・nw・fi・dh。,e,i。deed,b。・ 。m。,i。。p。w。3と ま
で酷 評 した。壮麗 に 幕あけ し,絢 燗豪華 な 絵巻が繰 り広げ られた90年代
が,ビ アズ リーの天析や ワイル ドの投獄 で一瞬に して終焉 をむか えた よ う
に,ト ムスソの90年代の後半 も,そ の時代の波に 同調す るかの よ うに萎ん
でい った。 それ は まさに 『け し』 の最後の一 行で くり返 され る 「私の萎 ん
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だ夢 た ち が,私 の 萎 んだ 夢 た ち が」(Mywithereddreams,myw三thered
dreams)であ る。
群 小 詩 人(minorpoet)とい う言 葉 が あ る。 これ は す で に 地 位,名 声 を
得 た詩 人 と,若 い 新 人 とを 区 別 す るた め に用 い られ るべ き言 葉 で あ るはず
だ が,世 紀 末 に あ って は 軽蔑 と差 別 的 意 味 を持 って,極 あ て 広 くか つ 頻 繁
に 用 い られ た 。 そ れ は19世紀 初 頭 に,ワ ー ズ ワ ス,コ ール リ ッジ,シ ェ リ
ー ・キ ー ツ,バ イ ロ ン等 が 時 を 同 じ く して詩 壇 に 登場 して きた が,そ れ と
同様,い や それ 以上 に 多 くの 将 来 性 の あ る新 人 詩 人 達 が90年代 に 輩 出 した
か らであ る。 この 当時 の 事 情 を ジ ャ クス ソは 第 十 一 章 の 「群 小 詩 人 」(The
MinorPoet)の中 で 次 の よ うに 説 明 して い る。 「詩 に 向け られ た"群 小"
とい う言 葉 づか い は,う わ べ だ け の 軽 蔑 を表 明す る以上 の もの を持 つ に い
た った。 そ の 言 葉 の 表 わ す 軽 蔑 は,半 ば 邪 楡 しな が ら も,芸 術 と生 活 にお
け る頽 廃 派 の 運 動 に対 す る中 産 階 級 の 間 に広 が って い る敵 意 と結 び つ いた
もの で あ った 。 新 しい詩 を"群 小 の"と 呼 ぶ こ とは,文 学 批 評 の 見 地 か ら
す れ ば 卑 怯 なや り方 で あ る。 何 故 な ら,こ の 言 葉 は実 際 に 力 つ よい 文 学 運










殆 どの場 合,ト ムス ソは この"群 小"の 一 人 と して取 り扱 わ れ るの だ が,
ジ ャ クス ソは,ト ム ス ソは 「群 小詩 人 」 の 章 に は 入れ ず,わ ざわ ざ一 章 を
設 け て 丹 念 に 論 じて い る。 イ ギ リスの 世紀 末 の 文 学 運 動 を論 じた計 二 十 一
章 中 で,一 人 の人 間 を 論 ず るた め に 一 章 を 費 や して い るの は 他 に ワイル
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ド,ビ ア ズ リー,ラ ドヤ ー ド ・キ プ リ ソ グ,ジ ョン ・ダ ビ ドソ ソ(John
Davidson),・ミー ナ ー ド ・シ ョ'一'(BarnardShaw)とマ ヅ クス ・ビ ァボ ・
(MaxBeerbohn)・6人だ け で あ るか ら,ト ム ス ンの 場 合 ま さに 破 格 の 扱
いの 感 が あ る。 で は 何 故 に ジ ャ クス ソは,ト ム ス ンに一 目置 い た の で あ ろ
うか 。 そ れ は トム ス ンの 中 に 世 紀 末 の雰 囲 気 を 十 分 に 認 め な が ら も,そ れ
が 彼 独 白の もの で あ る こ とを 見 抜 い たか らで あ る。 世 紀 末 が 生 ず るの に 必
要 だ った 条 件 の一 つ に,意 識 的,無 意 識的 の 差 こそ あれ,一 種 の異 端 者 的
人 間 と して世 に 出 て,そ こで 世 間 に反 逆 を 示 す こ とが あ る。 な るほ ど トム
ス ンの 生 涯一 特 に80年 代 の 後 半 か ら90年 代 に か け て の生 き ざ まを み る
と,典 型 的 な 世 紀 末 の 人 間 と しての 要 素 を 持 って い る。 放 浪,反 逆,頽
廃,阿 片 中 毒,生 活 破 綻 者,夢 想 家 等 どれ を と って も世 紀 末 的 人 間 で あ り
な が ら,時 代 の 精 神,時 代 の流 れ とは関 係 な く,ま った く彼 独 自の 世 界 を
築 いた の で あ る。 同時 代 の 人 々 とは 遙 か に離 れ て,あ るい は 逆 行 し て いた
の であ る。 時 代 の風 潮 に 超 然 と して,「 神 に酔 え る」(God-intoxicated)詩
人 た らん と した の で あ る。17世紀 中葉 の詩 人 達 に も通 ず る点 もあ る し,シ
ェ リーや ワー ズ ワス に 類 似 した 面 もあ る トム ス ンは,恐 ら くい つ の 時 代 に
生 れ て い て も,自 ら時 代 に 向 って 挑 戦 した り,あ るい は 時 代 精 神 に 迎 合 し
た りす る こ と も な か った で あ ろ う。90年 代 の 刺 激 を 受 け た こ とは 確 か だ
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